
株式会社アスリートアイランド 

【住所】 
那覇市銘苅1-3-33 グランスイート新都心1Ｆ 

【問合せ先】 
電話番号 080-3491-1012 （代表取締役 福永） 
メールアドレス ready@athleteisland.com 
ＨＰアドレス   http://www.athleteisland.com/ 

４月 
体験・説明会 
実施予定 

mailto:ready@athleteisland.com
http://www.athleteisland.com/


機密性○ 

1999年 三洋電機（株）へ入社。  
2003年 ラグビートップリーグ元年には、三洋電機ワイルドナイツの初 
     代キャプテンとなる。  
2008年 トップリーグ初のリーグ戦全勝。  
     第45回日本ラグビーフットボール選手権大会にて悲願の 
     日本一達成。  
2011年 明治大学ラグビー部FWコーチに就任。  
2012年 明治大学14年ぶりの関東大学ラグビー対抗戦優勝。  
2013年 沖縄へ移住。 

・ラグビー関東代表、学生日本代表、U23日本代表に選出される。  
・ラグビー選手の傍ら、不動産投資を始め、常に満室経営を続ける。  
・投資の世界では「ラグビー大家さん」として、不動産投資系webサイト 
 などでコラムの掲載もしている。  
・現在はラグビー界の発展と、スポーツ選手の明るい未来への貢献のた 
 めに活動している。 

福永昇三 経歴 
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機密性○ 

・（１９９９～２０１０年）スポーツ選手と注目されるが、常にけが
との戦い。 
・（２０１１～１２年）明治大学のラグビーコーチ。 

・けがにより１０回の手術・リハビリを繰り返し、リハビリ施
設、気候・環境の重要性を実感。 
・後輩の現役選手に同じ思いをさせたくないとSTCプロ
ジェクトに強い思い入れを抱く。 
 

・（２０１４年）・けがをしない体をつくるため、理論に基づ
いたプログラム、引退後の人生設計を考える講座を開
講。 
・プロアスリートに同構想を説明賛、同者づくり。 

・（２０１３年）引退後の人生設計や、正しいトレーニング手
法や知識を幼少期から教えることが、選手の育成や障害
スポーツの取り組みで非常に重要。 
・一方で、引退後を考えていないアスリートも多い。 

・（２０１４年）日経ＢＰ社が主宰する「リアル開発会議」に
参加。異業種や自治体と連携し「スーパートレーニング
センター」構想の具現化に向けた議論がスタート。 
・トレーニングだけでなく、リハビリやヘルスケア関連事
業者との連携によるスポーツ産業拠点の実現を目指す。 

アスリートアイランド構想の経緯 
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機密性○ 
アスリートアイランドイメージ 
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機密性○ 

市場の特性、市場規模 
・トレーニング地として国内・国外からプロ
野球選手700人（14球団）、プロサッカ選手
450人（9チーム）等数多くのプロ選手受け
入れ。多数のプロを排出。 

ｱｽﾘｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ 
 
 
 
 
 

プロ志望のジュニアの 
運動能力向上指導 

引退プロ、
一流アス
リート 

基本理念：【 スポーツを通じた豊かな人生設計の支援 】 

• プロを目指す若者から引退したプロのセカンドキャリア支援まで、スポーツ
に携わる者達の中核拠点を整備し展開したい。 

• プロ仕様のトレーニング拠点整備に留まらず、メンタルやスポーツ障害等へ
の対応、食生活など選手の生活を全方向から支える総合型拠点を全国に先
駆けて整備する。 

• プロ生活引退後のセカンドキャリア指導から、本拠点でのトレーナーとしての
再就職支援などプロを志望する選手たちがキャリア形成を描ける指導と実践。
（H25年度：本事業の取組み） 
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サービス提供 

トレーナー 育成 

専属契約 

●現状 
 ・学校やクラブチームなどによる育成が主体。 
●課題 
 ・マイナーなスポーツ等のプロを養成する機関がない。 
 ・メンタルやスポーツ障害等の周辺分野での連携。 
●対策 
 ・トレーニング拠点の整備・プログラム単位での専門家による指導 
 ・スポーツ障害等、年齢・体格にあったケア施設整備 
 ・持久力・スタミナがつく食事メニューの開発・提供 

■まとめ・主なニーズ 
・元プロによる本格的なトレーニング環境。 
・メンタルや生活環境等青少年育成視点。 
・食生活やスポーツ障害等総合的ケア。 

●現状 
 ・プロ野球を中心にキャンプなどの受け入れ実績が豊富。 
●課題 
 ・プロ仕様のトレーニング拠点の整備が不可欠。 
 ・個別トレーニング等への滞在プログラム整備が未整備。 
●対策 
 ・トレーニング拠点の整備・プログラム単位での専門家による指導 
 ・スポーツ障害等を含めプロ選手をケアできる複合施設整備 
 ・持久力・スタミナがつく食事メニューの開発・提供 

■まとめ・主なニーズ 
・自主トレ等の滞在プログラム確立 
・トレーニングからリハビリまで総合ケア 
・食事療法などアフタートレーニングケア 

●現状 
 ・プロ選手の引退後のセカンドキャリアは一部の選手を除いて不安定。 
 ・スポーツに対する高度な知見・技術を有する一方で、所謂社会的スキルが低い 
●課題 
 ・現役時代から引退後に向けたセカンドキャリア設計と自立支援 
●対策 
 ・一般社会が求めるスキルの向上 
 ・トレーナーなど教育者としてのスキルの向上 

■まとめ・主なニーズ 
・セカンドキャリア設計と自立支援 
・スポーツ障害に対するケア 
 

医療連携 メンタル 

●現状 
 ・メタボリック等の成人病対策は社会問題となっており対策が求められている。 
 ・成人病対策は運動（スポーツ）習慣及び食事など生活環境の改善が必要 
●課題 
 ・スポーツメニューの開発から食生活まで総合的な指導体制が課題 
●対策 
 ・健康増進に向けた個別メニューの立案・指導 
 ・食事療法やスポーツによる障害等総合的にケア施設整備 

■まとめ・主なニーズ 
・成人病予防等健康増進メニューの指導 
・食事など生活環境改善への総合指導 
・スポーツ障害等、身体環境の総合支援 
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医療連携 メンタル 拠点整備 

医療連携 メンタル 

生活設計 

医療連携 拠点整備 

食事運動 

食事運動 

・練習施設 
・空等交通インフラ 

基
盤 

アスリートアイランドの必要性 
・日本には、プロスポーツ選手の育成からケアまでの効果的な練習メ
ニュー、食事メニュー、リハビリ、メンタル、セカンドキャリなどの周辺産業と
連携した効果的なサービスを提供する場が少ない。 

事業展開に対する基本的な考え方 

アスリートアイランド基本構想① 
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機密性○ 

アスリートアイランド 

一流のトップアスリートが集結！！ 

あらゆるスポーツの専門家たちと、 

日本のスポーツ文化を世界トップレベルに昇華させるプロジェクト。 

スポーツを通じた 
子どもたちの 

健やかな育成と 
世界基準の経験 

引退したプロ 
アスリートたち 
の未来創造 

現役選手から 
一般の人まで 
すべての人々の 

パフォーマンス向上 
およびサポート 

そのために、3つの目的を掲げる。 

3つの目的を果たすことで、スポーツに「生きる人」の 
これから（未来）を創造することがアスリートアイランド、最大の目的である。 

福永 
昇三 

野村 
忠宏 

目的01 目的02 目的03 

アスリートアイランド基本構想② 
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機密性○ 

子どもたちに向け、各競技を極めたアスリートの講師陣たちが、 

メンタルとフィジカルを教える、スポーツアカデミーを開校。 

日本屈指の本格的な合宿ができ、スポーツについての衣食住すべてを

世界基準で学べる施設とする。 

子どもたちの 
健やかな育成と 
世界基準の経験 

引退したプロ 
アスリートたち 
の未来創造 

現役選手から 
一般の人まで 
すべての人々の 

パフォーマンス向上 
およびサポート 

展開案 事業概要 目的01 

競技生活を引退したアスリートたちが、そのキャリアを活かし、充実した

人生を創造できるよう、先人たちに学び・実践できるキャリアアップアカ

デミーを開校。 

各プロスポーツ団体などとのパートナーシップにより、 

セミナーなどを開催する。 

プロ仕様のトレーニング設備や練習場をはじめ、 

スポーツ障害などの予防や、少しでも長く活躍できるよう心技体を 

鍛えるプロフェッショナルなプランにより現役選手をサポートする。 

また一般・アマチュアの中高年のアスリート化も支援。 

正しい運動を通じて、人間本来の健康な身体、生活を手に入れるための

サポートをする。 

●世界トップから学ぶトレーニングセミナー 

●トップアスリートから学ぶ集中合宿 

●全国ジュニアチームの交流戦と交流（友達作り） 

●年齢別で違う食育セミナー（自然栽培） 

●グローバルマインドを育てる教育 

●英会話など 

●成功者に学ぶセカンドキャリア作りセミナー 

●プロ引退後の生活設計セミナー 

●就活セミナー 

●ビジネススキルアップセミナー 

●交流会など 

●シーズンオフのトレーニングサポート合宿 

●スポーツ障害の予防・抑止セミナー 

●リハビリサポート 

●プロによりプロのためのトップアスリートセミナー 

●食事療法セミナーなど 

●中高年の健康増進（メタボ対策指導） 

展開案 事業概要 目的02 

展開案 事業概要 目的03 

アスリートアイランドの事業について 
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